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生活面について

人と接することが好きで特に女性を見るとか

らだを触りに行きます。制止すると暴れて大変で

す。今後どう対応したらよいか気をつけることな

どを教えてください。

私たちは体の成長と共に性欲が発達していき

ます。恋愛や結婚をし、子どもが欲しいと思う感

情は当然です。本人が性教育について学んだり、

性のカウンセリングを受けるなど、社会的マナー

についての知識を得ることも必要です。

　予防的には、想定される場面から距離をおいて

おくなどの対応が懸命です。また、そのような行

為を行い、制止により暴れるなどの行動に発展し

てしまった場合は、まずは気持ちの高揚を落ち着

かせるような対応をとる必要があります。その後

で、してはいけないことは具体的かつ視覚的に説

明をして伝えていくことが重要です。また、異性

間のより望ましい行動を身につけさせるため、グ

ループ活動に参加することも大切です。

　「性的行為による社会的な善悪」については、

説明しても理解することが難しい方もいます。対

応が難しい方については、医療的ケアにより衝動

的な行動をおさえるなどの、予防的な対応を試み

ることも有効な方法だといえます。

重度の障がいを持つ子どもの親です。親亡き

後のケアについて教えてください。

例えば、ケアホームなどによる少人数での支

援方法が考えられます。医療的ケアが整備された

環境の提供や、夜間の人員配置など、まだまだ課

題を多く含んでいますが、個々の働きかけにより

実現は可能であると思われます。他府県では、重

度の障がいがある方が、ケアホームを利用して生

活されているという例もあります。

　「親亡き後」の不安を解消するには、介護や支

援について社会全体で支えることが必要です。以

前と比べれば、在宅福祉サービスは充実し、介護

が社会化しつつあります。居宅介護事業（注１）地

域生活支援事業（注２）や、グループホーム（注３）、

ケアホーム（注４）などの社会資源を充実し、社会

全体での支援体制の構築が図られることが必要で

す。

将来、仕事をしていけるか心配です。自立に

向けてどのようなことを身につけておけばよいで

しょうか

「仕事」と言えば、技術面に気が向いてしま

いがちですが、普段の生活の中で、いろいろな人

と関わりを持つことで社会性を身につけることも

大切です。

　現在、多くの方が、仕事への定着が難しくなっ

ている大きな原因に、社会性や対人関係がうまく

築けないということがあげられます。対人関係で

つまずかないためにも、他人と上手くコミュニ

ケーションがとれるよう、社会との交流会などへ

積極的に参加し、対人関係におけるスキルを身に

つけておくことも必要です。

　就学中から職場実習などを多く経験しておくこ

とも重要です。「仕事」のある生活に心身共に慣

れる、新しい登場人物（上司、先輩等）との関係

性を理解する、仕事の内容と本人の能力のマッチ

ングを図るなど、社会に出るための不安をできる

だけ少なくしておく準備が必要です
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重度の障がいがあります。学校を卒業すると

居場所が段々なくなり、その後の生活が不安です。

どのようなサポートがありますか

現在は、各障がい者支援機関にて、自立訓練

事業（注５）、生活介護事業（注６）や地域活動支援

センター（注７）などにより、生活支援や創作活動

が行われたりしています。また、サロン活動など

の居場所つくりについても、各関係機関が積極的

に活動し、新しい活動場所や社会資源つくりが行

われており、様々な方面からのサポート体制つく

りが展開されています。しかし、重度の障がい者

の活動できる場所がまだまだ不足しており、新た

な資源を開発することが望まれます。

　各市町村には、障がい者の相談窓口があり、ま

た市町村委託相談支援事業所（注８）でも生活相談

を行っています。相談支援専門員などが、生活全

般のサポート体制について支援しています。個別

のケアプランを作成するなど、一人ひとりの障が

い特性に合った対応が行われています。同じ悩み

を持つ子どもの親の会や、地域生活支援センター

などに積極的に出掛けてみましょう。

行動面について

親の知らない間に一人で外出してしまい、行

き先が分からなくなります。どうすればよいでし

ょうか

無断で外出してしまう行動については、日常

から気になっていることを達成したいという気持

ちから衝動的におこる可能性もあります。家族や

支援者が、日常から本人の気持ちを理解、察知し、

ストレスにならないような配慮が必要です。

　外出してしまう行動については、日常からよく

把握しておき、駅や警察、地域住民などとよく連

携をとる必要があります。緊急時の対応について

も、迅速に機能するような地域ケアシステムつく

りも必要です。

(注１)入浴・排泄・食事の介助など、在宅生活における介護サービス

を行います。
(注２)市町村及び都道府県が地域の特性や利用者の状況に応じて柔軟

に実施するサービスです。

(注３)地域にある住宅において、数人の障がいのある人が共同で生活
する形態で、専任の世話人によって、食事や日常に必要なサー

ビスの提供や、相談を行います。
(注４)グループホームの対象となる人よりも介助の必要な人に、相談

その他日常生活の介助を行います。

(注５)身体・知的・精神障害のある人に対し、自立した日常生活又は
社会生活を営むことが出来るよう、身体機能や生活能力の向上

のために必要な訓練等を行います。
(注６)常に介護を必要とする障がいのある人に対し、主に日中に障害

者支援施設等で行われる入浴・排泄・食事等の介護や創作的活

動・生産活動等の支援を行います。
(注７)障がいのある人等を通わせ、地域の実情に応じ創作的活動又は

生産活動の機会の提供、社会との交流の促進等に便宜を供与す
る地域活動支援センターの機能を充実・強化することにより、

障がいのある人等の地域生活支援の促進を図ることを目的とす

る事業です。
(注８)障がいのある人等からの相談に応じ、必要な情報の提供等の便

宜を供与することや権利擁護のために必要な援助を行うことに
より、障がいのある人等が自立した日常生活又は社会生活を営

むことができるようにすることを目的とする事業です。
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○保護者・ 本人m声
①就労j向Jbe

　長男n!中学二年生頃J‹不登校jiŒ!精神†心m健康˜害X‘ŠEjiŒ}V^"根気K続JY!自己

中心的f!対人関係˜築N事K出来iNiŒ!\m為J暴力的jiŒ!種々m精神症状„出現V!入院„致V

}V^"

　高校卒業後!就職活動X‘„!面接等f病気m人n……g言•’^ŒVe就職j結r付NRgnAŒ}Z™

fV^"\m社会的偏見ihf本人n!傷cL!悩~!怒b^ŒVe不安定i日々K続L}V^"適切i対応

„fLY!辛C毎日K続L}V^"

　Rm頃!何度J相談j乗be下TbeC^¹ô³ßçëô¦ôT™ŠŒ!障害者授産施設˜紹介T’}V^

K!本人K\m気jibe通所X‘}fjn長C時間KJJŒ}V^"

　研修期間„施設fn!種々m状態m人達KI‹’^mf!利用者m人達˜理解fLY!帰宅X‘g毎日文句

˜言b^Œ怒b^ŒVeIŒ}V^"親gVen!子供m話˜VbJŒg聞Ce†Œ!\m気持`†感情˜受

P止ƒ‘RgVJ出来}Z™fV^"長男m言動j問題KA‘時„!取ŒAGY話˜聞L!気持`K落`着C

^頃jˆbNŒg諭V}V^"時間KJJŒ}V^K次第j!~™im事„理解VŠEg努力X‘ŠEjiŒ!

友人„出来}V^"少VYcfnAŒ}XK社会性K身j付Ce参Œ}V^"

　施設fn!自分gCE存在˜認ƒe„‹beC‘!居場所K有‘!g言E事K本人m自信jciKb^ŠE

fX"}_}_課題K残beC‘„mm!施設m人達g共j仕事˜VeCN中f!互Cj理解V合C成長V合

beC‘g思C}X"又!\™i本人j地元m方K声˜JPe下TŒ!子h„会m野球½ôÜmI手伝C等m

活動˜通Ve!多Nm人々g出会ERgK!本人m気持`˜高ƒ‘事j繋KbeC‘g思C}X"

　\’f„時々!今f„C“C“i人達g思CKucJŒ合C!\m都度親gVehE接VeCNJ試行錯誤

m毎日fXK!決Ve今m状態j甘G‘事iN!¯À¯Àg今iXxL事˜積~重leCNVJAŒ}Z™"

　今日„!彼mRg˜一人m人間gVe尊重Ve下T‘µ»¿Ñm皆様j支G‹’iK‹!少VYcfnAŒ

}XK!就労gCE目標j向Jbe歩™fIŒ}X" （21才 男性m保護者）

②夢K叶b^！

　僕n養護学校˜卒業Ve就職V}V^"

　一般企業fn四月J‹仕事˜VeC}X"

　養護学校m先生n!何度„何度„会社w実習TZeN’}V^"

　仕事n難VJb^fXK頑張Œ}V^"

　~™i親切jVeN’}V^"

　三月j試験˜受P}V^"

　面接n挨拶†返事˜VbJŒV}V^"

　「E`m会社f働CeN_TC」g言•’^時nE’VJb^fX" （18才 男性本人）

③体K動N限Œ働L^C

　小Ti頃J‹体m右側jÚÎKAŒ}V^K!職業安定所（今mËéôëôª）˜通We20才頃J‹Ìµf

40分JPe!靴下関係m会社j通beC}V^"\m頃n}_症状K軽Jb^mf!自分一人fzg™hmR

gK出来}V^"15年勤ƒe!年g共j症状KqhNiŒ!}^!会社„経営状態K悪NiŒ!辞ƒU‘˜得

iNiŒ退職V}V^"

　Vo‹N家jC}V^K!仕事KV^Ne!福祉課j相談j行Ng!作業所˜紹介VeN’}V^"\Rf!

T˜Œ織Œj初ƒe出会C!XOjgŒRjiŒ}V^"

　動Ld‹C足f„!座b^}}f!L’Ci作品˜仕上Q‘事KfL}X"\’J‹!Ybg!T˜Œ織Œ

˜続P!今fn私m作品j注文}f来‘ŠEjiŒ}V^"

　\’f„!昔!会社jC^頃ŠŒ!給料（工賃）n!ge„少iCfXK!障害者年金˜合•Z^額f!節

約Ve暮‹VeC}X" （52才 女性本人）


